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•子どもの出生数が720988人と
過去最低に＞前年5%減

•少子化の加速が進む

•2040年には60万人を割るﾍﾟｰｽ

•合計特殊出生率も1.15人へ

•新型ｺﾛﾅの影響で急減

•婚姻数は増加しているのに子
どもの数が増えない

•養育費の高騰もある

•産科医のいない地区が急増



•出産・育児を女性に頼る影響がまだ大きい

•出産をきっかけに転職なども

•子育て環境の充実を加速化＞子ども家庭庁の役割

出典 朝日新聞

育児休業
の充実



世界的に異常な気象現象が起きている
•先週は寒波に襲われ各地で豪雪の便りが届く
•日本 昨日は波照間島で気温が夏日25度を記録
•東京も16℃と暖かかった
•アメリカ東部でも吹雪による交通障害のニュース
•ペルーでは大雨の影響で洪水が発生してナスカの地
上絵も被害を受けたという
•世界気象機関は今年の１月の平均気温は観測史上最
も暖かい1月を迎えたと発表＞13.23℃
•産業革命前の平均気温より1.75℃高かった



２月23日12時



２月27日12時







大船渡市で広がる山火事
•2月19日に初めて確認された山火事は現在も延焼中

•25日には一時鎮火したが新たに付近で火災発生

•1200haほどが消失 家屋にも延焼し84棟が焼失

•3300人以上に避難指示が出ている

•日本海側は大雪になっているが太平洋側は雨なし

•北極の寒気が南下＞三陸沖の海水温が高い

•この気温差の所に強風が吹いている

•そのために乾燥した森林で火災が拡大した



2月27日14時



あれだけ報道されたｱﾒﾘｶの山火事
•ＬＡ山火事が鎮圧 29人死亡、1万6200棟超損壊

•ｱﾒﾘｶ史上最大の被害となった

•1月31日に鎮圧されたと発表

•焼失面積 150㎢

•行方不明が少なくとも14人いると言われている

•１時は18万人が避難命令を受けていた

•この被害金額はおよそ７兆円

•今後復興にかなりの時間と費用が必要になる





安部派ﾊﾟｰﾃｨｰ券裏金問題
•昨日衆議院予算委員会で安倍派会計責任者（当時）松本淳一郎氏
に対する聴取が行われた

•内容について安住淳委員長が記者会見

•内容の詳細には言及しなかったが、裁判で証言した通り当時の幹
部から再開を決定したとの内容であった

•会長や幹部の判断に従わざるを得なかった

•松本氏は名前は控えたがその指示をしたのは現職ではない国会議
員だと思うと発言したと

•下村氏と塩谷氏のどちらかではないかと推察

•これだけ問題になっているにもかかわらず「自分は知らない」と言い
続けるのは何故なのか？



•書籍が売れなくなって毎
日書店が閉店される中

•ﾈｯﾄ書籍で問題が

•吉本ﾊﾞﾅﾅ作といわれる
作品が実は偽物だった

•AmazonのKindleで販売

•Ｋｉｎｄｌｅにｕｐすると版元
にお金が入る

•昔から偽物は多いが現
在はＡＩを利用して作品
作りをしている

作家の吉本ばなな氏が26日までに自身のXを更新。偽物の本
がKindleで販売されていると呼びかけた。
吉本氏は販売リンクを添えて「私はこんな本書いてないの

でもちろん法的に訴えますが、読者のみなさん間違えて買わ
ないでください。とんでもないことです」とコメント。「世
界には時間がない」「時間のない世界」という文字で「吉本
ばなな」と自身の名前が並んだ本の表紙を紹介した。現在リ
ンクは該当なしとされている。吉本氏はその後の投稿で「も
ちろんAIだと思いますが、Amazonだってこのインチキな本
たちを作った人たちだって多少儲けてますよね…」とコメン
トしていた。ファンから「ありえない」「ひどい」「削除依
頼しました」「『転売ヤー気質』の人に生成AIの使い方教え
るとこうやって使い出す」などコメントが寄せられ、その後
該当商品は削除。
吉本氏は今回の出来事について「みなさんのお力もあり、

削除されました」と報告。続けて「同姓同名なのでは？とい
うご意見もありましたが、同姓同名でも、たとえ私がごく普
通の名前でも本文にかかわる知的財産権を訴えることができ
ます。また、私の項目に著作としてや各個人におすすめとし
て表示されることは訴えることができます」と説明。しかし
「ただ裁判地が米国になるのでとてもめんどうくさいのは確
かです。よくできた詐欺ですね」ともつづった。

偽物の本がKindleで販売…作家「AIだと思いま
すが」「間違えて買わないで」注意呼びかけ



•新型のｺﾛﾅｳｲﾙｽが見
つかる
•ｺｳﾓﾘから人間へ感染
•MERSに似たｳｲﾙｽ
•人への感染力が強い

•これが新たな新型ｺﾛﾅ
ｳｲﾙｽとなり得るかも
•継続的な対策が必要
•ｱﾒﾘｶの対応どうなる
のか

中国で新たな新型コロナウイルスが発見された。22日の香港
紙「サウス・チャイナ・モーニング・ポスト（SCMP）」に
よると、中国の研究チームは武漢研究所で、COVID-19を引き
起こすウイルスと同じヒト受容体を使用し、コウモリから人
間に感染する可能性のある新型コロナウイルス（HKU5-CoV-
2）を発見した。
今回の研究は、「バットウーマン」として知られる中国のウ
イルス学者、シー・ジェンリー（Shi Zhengli）氏が中国広州
の実験室で主導した。広州科学院、武漢大学、武漢ウイルス
研究所の研究者らが参加した。
新型コロナウイルス「HKU5-CoV-2」は、中東呼吸器症候群
（MERS）を引き起こすウイルスを含むメルベコウイルス
（merbecovirus）に分類される。このウイルスはヒトのACE2
受容体と結合する特性を持ち、一般的な風邪ウイルスである
「NL63」に類似している。また、他のコロナウイルスよりも、
ヒトへの感染力が強いことが判明した。
研究チームは、コウモリの検体からウイルスを分離した際、
ヒトの細胞だけでなく臓器組織も感染させることを確認した。
研究チームは「コウモリのメルベコウイルスは直接感染か、
中間宿主を介して感染するなど、ヒトへの感染リスクが高
い」と説明した。

コウモリから人間へ直接感染の恐れも…中国で発見
された新型コロナウイルスの正体とは 人体の細胞・
臓器にも感染の可能性



•原因不明の病原菌

•発熱や頭痛、嘔吐などか
ら重症化死亡例も

•深刻な感染症になるのか

•次なるﾊﾟﾝﾃﾞﾐｯｸになるか

•まだ情報量が少ない中安
易に危険視することはし
ない方が良い

•国際機関や信頼できるメ
ディアからの最新情報は
必須

コンゴ民主共和国（以下、コンゴ）の北西部に位置する複数地
域で、原因不明の病気が発生し、少なくとも53人が死亡したと
ロイター通信が報じています。現地の医療関係者によれば、患
者は発熱や頭痛、嘔吐などの症状を呈し、短期間で重症化する
ケースが多いとされており、感染拡大の懸念が高まっていると
のことです。コンゴはこれまでにもエボラ出血熱やコレラなど、
複数の深刻な感染症流行を経験してきた国ですが、今回の病気
についてはまだ特定の病名が公表されておらず、現地当局は原
因解明に向けて世界保健機関（WHO）などと連携し検体分析
を進めているとみられます。こうした「原因不明の病気による
死者が増加」というニュースは、日本国内のSNS上でも大きな
波紋を呼んでいます。過去のエボラ出血熱流行を思い起こして、
「アフリカの一地域で起きた問題が、グローバル社会では決し
て他人事ではない」と危機感を訴える声が相次ぎました。また、
新型コロナウイルスを経験したばかりの世界では、「次なるパ
ンデミックの火種になるかもしれない」という不安が広がり、
特に「海外渡航が活発化している状況下で、感染が国境を越え
て拡散する可能性を考慮すべきだ」という意見が目立ちます。
その一方で、「まだ情報が少ない段階で過度に恐れるのは危険
だ。落ち着いて経過を見守る必要がある」という冷静な見方も
あり、感染症流行時にありがちなデマや憶測への警戒を呼びか
ける投稿も増えています。

コンゴで原因不明の病気により53人が死亡 ネッ
トで憶測や不安の声が広がる



•こんな所にも問題が
隠れていた
•ﾃｨｰﾊﾞｯｸﾞに使われて
いる素材からﾏｲｸﾛﾌﾟﾗ
ｽﾃｨｯｸが溶け出す
•１つのﾃｨｰﾊﾞｯｸﾞからﾎﾟ
ﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ製で2400億
個のﾏｲｸﾛﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸが
体内に
•紙製ではゼロ
•調べてみても記述は
あまりないのが実情

紅茶のティーバッグから大量のマイクロプラ。腸細
胞から吸収される可能性も
一生かけて飲むナノプラスチック粒子は、兆単位で済まない
気が…。毎日何気なく飲んでいるティーバッグのお茶に、思
いもよらない事実が。
最新の研究によると、市販のティーバッグから、信じられな
い量のマイクロプラスチックとナノプラスチックが放出され
ていることが明らかになりました。地球上と体内のあらゆる
場所からマイクロプラが見つかっているとはいえ、ティータ
イムに手を出さないでって感じです。
スペインのバルセロナ自治大学（UAB）生物科学部遺伝学・
微生物学科変異誘発グループが、科学誌『Chemosphere』
に発表した研究結果は、正直なところ衝撃的でした。ナイロ
ン6、ポリプロピレン、セルロースで作られた市販のティー
バッグを使用した実験で、最も多くの微粒子が検出されたポ
リプロピレン製からは、なんと1ミリリットルあたり約12億
個（平均サイズ136.7ナノメートル）のナノプラスチックが
検出されました。セルロース製からは約1億3500万個（平均
サイズ244ナノメートル）、ナイロン6製からも約818万個
（平均サイズ138.4ナノメートル）の微粒子が検出されてい
ます。ティーカップ1杯200mlとしましょう。ポリプロピレ
ン製のティーバッグの紅茶（緑茶でもなんでもいいですが）
だと、ナノプラ12億個×200なので、合計2400億個のナノプ
ラスチックを紅茶と一緒にたしなむことに…。



ﾈｯﾄで調査してみると
•ﾘﾌﾟﾄﾝ紅茶：現在、ﾃｨｰﾊﾞｯｸﾞを100％植物由来で生分
解性を持つものにし、ﾊﾟｯｹｰｼﾞからﾘｻｲｸﾙ不可能なﾌﾟ
ﾗｽﾁｯｸを取り除く取り組みも進めています

•伊藤園：日本初となる植物由来の生分解性ﾌｨﾙﾀｰを
採用した環境に優しい「お～いお茶 緑茶」ﾃｨｰﾊﾞｯｸﾞを
2020年4月13日（月）より販売開始します

•その他日東紅茶、ﾄﾜｲﾆﾝｸﾞ、ﾌｫｼｮﾝなど調べましたが
はっきり表示されてはいませんでした

•問題化されてきているので切り替えは進むか？



大阪万国博覧会まで43日



最先端技術が公開される



混乱が広がる国際社会



国連で2月24日に異なる決議案が
採択される
•安全保障理事会と総会の二つでウクライナの和平に関
する決議案が採択された
•3年に及ぶ侵攻をなんとか止めたいという思いは同じ
•その内容に差が
•ロシアを批判する内容が盛り込まれているかどうか
•米ロ高官会談の結果ｱﾒﾘｶの姿勢に変化が生ずる
•国連総会議決は拘束力無し
•安全保障理事会の議決は拘束力あり



•国連総会ではｳｸﾗｲﾅ侵攻3年
目を受けて特別会合を開く

• ｳｸﾗｲﾅとﾖｰﾛｯﾊﾟ諸国が作成し
た決議案が賛成93で採決され
た

• ｱﾒﾘｶ ﾛｼｱ 北朝鮮 ｲｽﾗｴﾙ
等18か国が反対

• 65か国棄権

• ｱﾒﾘｶは対案を提出

• ﾛｼｱの責任が記載されず

• ﾖｰﾛｯﾊﾟの主張で追加

• ｱﾒﾘｶは結果的に棄権となり

国連総会、ウクライナと欧州作成の決議案採択
米ロなど18カ国反対
国連総会（１９３カ国）はロシアの侵攻開始から３年を迎
えた２４日にウクライナ情勢を巡る特別会合を開き、ウクラ
イナと欧州諸国が中心になって作成した決議案を日本を含む
９３カ国の賛成多数で採択した。
同決議案には米国、ロシア、北朝鮮、イスラエルなど１８カ
国が反対し、６５カ国が棄権。トランプ米政権によるロシア
との和平交渉の働きかけを懸念していた欧州諸国にとって勝
利となった。
国連総会は米国が提出した決議案の採決も実施。米国案に当
初は言及がなかったウクライナの主権と領土保全などに関す
る文言を欧州諸国が追加することに成功したことを受け、米
国は自らが提出した決議案について棄権を余儀なくされた。
米国が作成した決議案は、１）ロシア・ウクライナ紛争での
人命の損失を悼み、２）国連の主要目的が国際平和と安全保
障の維持と紛争の平和的解決にあることを再確認し、３）迅
速な紛争終結と恒久的な平和を求める──という３段落で構
成されるものだったが、欧州諸国の修正により、ロシアによ
るウクライナへの全面侵攻の言及や、国連憲章の基本原則に
沿った公正で永続的かつ包括的な平和の必要性や、ウクライ
ナの主権と領土保全に対する国連の支持を巡る言及が追加さ
れた。



•安全保障理事会にｱﾒﾘｶが
「ﾛｼｱとｳｸﾗｲﾅの紛争の早
期終結を求める決議案を
賛成多数で採択
•賛成10
•ｱﾒﾘｶ ﾛｼｱ 中国 韓国
ﾊﾟﾅﾏ ｶﾞｲｱﾅ ｱﾙｼﾞｪﾘｱ
ｿﾏﾘｱ ﾊﾟｷｽﾀﾝ ｼｪﾗﾚｵﾈ
•棄権5
•ｲｷﾞﾘｽ ﾌﾗﾝｽ ｷﾞﾘｼｱ
ｽﾛﾍﾞﾆｱ ﾃﾞﾝﾏｰｸ

米国が提出したウクライナの戦闘終結求め
る決議採択 国連安保理で初
国連安全保障理事会は24日、ロシアのウクライナ
全面侵攻から3年が経つのを踏まえ会合を開き、ト
ランプ米大統領の方針で米国が独自に提出した「ロ
シアとウクライナの紛争の早期終結を求める」決議
を賛成多数で採択した。米国やロシア、中国など
10カ国が賛成、英国やフランスなど欧州5カ国が棄
権した。
国連総会で米国が欧州案を拒否 ウクライナ関連決
議採択、対立鮮明に

2022年2月のロシアの全面侵攻以降、ウクライナ
に関する決議が安保理で採択されるのは初めて。た
だ、英国などが求めた「全面侵攻」という言葉は入
らず、「ロシアとウクライナの紛争」と和らげた表
現にとどまっている。国際的に認められたウクライ
ナの主権や領土保全を支持する文言も入っていない。
米国のシェイ国連臨時代理大使は平和への「第一

歩」として歓迎したが、欧州5カ国からは不満が示
された。

・ｳｸﾗｲﾅの主権や領土保全という言葉は無し



この結果は何を示すのか
•欧米の同盟関係に変化が生じたことになる

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は個別にﾌﾟｰﾁﾝ大統領と接点を持つ

•ﾖｰﾛｯﾊﾟ諸国に対してはｳｸﾗｲﾅ支援をもっと高めるべき

•ｱﾒﾘｶ案は過去を振り返らず、未来を見据えたシンプル
な歴史的声明

•戦闘を終わらせることのみに焦点を合わせた声明

•ﾖｰﾛｯﾊﾟ諸国はﾛｼｱの領土進出の危険性を回避したい

•安保理も中国ﾛｼｱが拒否権を行使して行き詰り



国際社会で共通認識が形成されない
•国際社会は２回の世界大戦で多くの犠牲者を出した
ことに対して反省し二度とこのようなことが起きない
ようにしようと努めてきた
•今までも東西対立はあった
•今回ｱﾒﾘｶとﾛｼｱが同じ側に立ってしまった

•平和を実現するという共通認識が大国の利害で成立
しない状態へ
•これほど危機感が強い状況はないのだが、それを認
識できているのだろうか



ウクライナに平和は来るのか



ｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領の思惑
•ﾛｼｱによる侵攻を軍事的に防衛する事

•ﾛｼｱを国際社会の中で孤立化させる

•2014年のｸﾘﾐｱ侵略、今回の侵攻を考えた時にただ
の停戦交渉では安心できない

•＞ＮＡＴＯに加盟するなどして安全を確保したい

•ﾊﾞｲﾃﾞﾝ政権ではこの思惑を実現するために前進

•ﾄﾗﾝﾌﾟ政権でこれが出来なくなりそうである



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の揺さぶりが効く
•ﾛｼｱとの高官同士の会合を開く

•ｳｸﾗｲﾅの停戦に向けてﾛｼｱ寄りの停戦案を考える

•ｳｸﾗｲﾅ側やﾖｰﾛｯﾊﾟ諸国は反発

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の発言に問題が多かった

•ﾚｱｱｰｽの開発権を寄越せ＞17兆円の見返り

•ｽﾀｰﾘﾝｸの支援を止める

•＞ﾄﾞﾛｰﾝやﾐｻｲﾙ攻撃の為に重要なﾂｰﾙ

•ｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領がどう決断するか

独裁者
低い支持率



ｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領の考え方
•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領に独裁者だと言われた

•非常事態宣言下で大統領選挙が出来なかっただけ

•支持率4%というのはﾌﾟｰﾁﾝ大統領の情報だろう

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はﾚｱｱｰｽの開発権を求めてきた

•ｳｸﾗｲﾅの安全が保障されるなら大統領を辞める

•この間の折衝が行われたようだ

•28日ｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領が訪米して会談が行われる

•ｱﾒﾘｶの企業が開発していれば攻撃はしてこない



•ﾛｼｱが占領
している部
分にも鉱床
がある
•現在新たな
鉱床に向け
て攻撃して
いる
•生産量の
1/3は占領
地内

出典 毎日新聞



ﾌﾟｰﾁﾝ大統領の思惑
•和平案を締結し東部４州をﾛｼｱ領にすればそこに埋
蔵されるﾚｱｱｰｽを戦略物資に使える

•対ｱﾒﾘｶ貿易の目玉として使える

•ｳｸﾗｲﾅに傀儡政権が樹立できればさらに有利になる

•ﾌﾟｰﾁﾝ大統領がｳｸﾗｲﾅに固執するのはこれも大きい

•戦争経済で国内はかなり問題が起きている

•国民の不満をうまく吸収するためには重要なもの



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領関連



• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領が公約で実現
できていない事

•物価を下げて生活楽に

•次々に発表される関税爆弾

•この影響を懸念して証券市
場が下落

•関税を上げる事によって自
国の産業を守る

•関税が上がったことによっ
て輸入品が値上がりする

•試算では39万円支出増に

ブーメランになる「トランプ関税」…インフレ懸念で
ニューヨーク証券市場急落

トランプ大統領が大統領選挙当時に掲げたスローガンのひとつ
だ。もちろんこの約束は守ることができなかった。トランプ大
統領が乱発する「関税爆弾」が公約とは反対に高物価の恐怖を
再び呼び起こしている。米ニューヨーク証券市場で２１日、ナ
スダック指数が２．２０％急落するなど３大指数が一斉に下落
した。トランプ大統領が行う関税戦争がむしろ米国経済には毒
になりかねないという懸念のためだ。
関税は二面性がある。高率の関税は輸入品価格を上げ国内企業
の価格競争力を維持できるようにする。トランプ大統領が狙う
のも米国製造業の復活だ。だが輸入品に関税を課せば税関を通
過する瞬間に価格もそれだけ上昇する。大部分は消費者に転嫁
されるほかない。米ピーターソン国際経済研究所は、トランプ
関税により上がる物価のため米国の平均的な経済的被害規模が
１世帯当たり年間２６００ドル（約３９万円）に上ると試算し
た。前例もある。国際通貨基金（ＩＭＦ）は２０１８～２０１
９年の米中貿易戦争中に最大２５％に上る米国の対中関税によ
り米国の消費者物価が０．４％上昇したと分析した。２０２０
年にアメリカン・エコノミック・レビューに掲載された論文に
よると、トランプ大統領が２０１８年に輸入洗濯機に５０％の
関税を課すと洗濯機価格は１２％上昇した。



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の施策を受けるGS
•1月 ﾀﾞﾎﾞｽ会議でﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はｵﾝﾗｲﾝで登壇

•自国の黄金時代到来を長々と話す

•パリ協定やWHOから離脱すると表明

•ﾖｰﾛｯﾊﾟや中国、隣国のｶﾅﾀﾞとﾒｷｼｺは高い危機感

•ｱﾌﾘｶ、ｱｼﾞｱ、南ｱﾒﾘｶはﾄﾗﾝﾌﾟ支持を表明する国多し

•自分たちの国に関与してこないと感じたから

•ﾃﾞｨｰﾙはあるがﾋﾞｼﾞﾈｽ支援で好ましい

二分される評価



GSは今後どうするか
•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の施策は国際秩序を壊している

•国際秩序が保たれる＞中国･ｲﾝﾄﾞ･東南ｱｼﾞｱが発展

•強者を制する仕組みはない＞弱肉強食の世界

•GSの多くは弱者である

•自国への投資は持続性が必要＝法による保護

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はﾃﾞｨｰﾙ好きだが逆にすぐ手を切る

•長期的に見て安全ではないと考えなければならない



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領が狙うものは何か
•USAIDの活動停止はGS諸国への様々な援助が止ま
ることになる

•WHO等の国際機関からの脱退も支援が減ることに

•移民を制限される

•＞GS内の学生や有能な人たちの活動先に制限

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は大国主義的な行動が目に付く

•帝国主義的な行動がもたらす恐怖感



ｱﾒﾘｶ中心の世界秩序が変わる
•ﾊﾞｰﾄﾞﾝ・ｼｪｱﾘﾝｸﾞからﾁｬﾚﾝｼﾞ・ｼｪｱﾘﾝｸﾞの時代へ

•ﾊﾞｰﾄﾞﾝ・ｼｪｱﾘﾝｸﾞ＞共同防衛や国際秩序維持のため
に同盟国間で相応の役割を分担すること

•ﾁｬﾚﾝｼﾞ・ｼｪｱﾘﾝｸﾞ＞紛争解決などにおいて、国際社
会は積極的に取り組み責任を分担する

•ｱﾒﾘｶが中核的に動いてそれを同盟国が補助する

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はｱﾒﾘｶは動かないと表明している



公平に分担するということ
•ｳｸﾗｲﾅの和平で考えてみると分かりやすいか

•ﾛｼｱのｳｸﾗｲﾅ侵攻から３年

•ｱﾒﾘｶは多大な資金と武器を供与してきた

•ﾄﾗﾝﾌﾟ政権になってﾛｼｱを和平に向けての交渉開始

•ｳｸﾗｲﾅはそれ相応の支出しなければ支援しない

•停戦になった時にの監視団はNATOが軍を送る

•自衛隊の派遣も話題に上がっている

•ｱﾒﾘｶ軍は参加しない



MAGAのためには
•ﾙﾋﾞｵ国務長官は他国に対して
•ｱﾒﾘｶをより強く、より安全に、より繁栄させる為に何
が出来るかで他国を判断する
•同盟国という考え方はしない
•具体的にｱﾒﾘｶに対して何をするのか
•＞ｺﾞｰﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ＝7.4億円支払えば永住権を与える
•ｱｼﾞｱで考える どの国が中心になるか
•日本が中心にならないと様々な点で地位低下
•ｱｼﾞｱをｱﾒﾘｶに代わってまとめていけるか

何もしなければ見捨てる



最も危険なことは軍事力行使
•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はﾊﾟﾅﾏ運河やｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞの領有を示唆

•場合によっては武力の使用も厭わない

•第二次世界大戦後主権国家の平等と領土の一体性

•武力による一方的変更の禁止＞世界秩序

•これを実現したのがｱﾒﾘｶの武力であった

•今ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はこの努力を止めると言っている

•大国は望ましい秩序を作って良いと考える

•＞自分は神から選ばれた支配者であるという考え



これからの４年間どう過ごすか
•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の考え方を肯定するような勢力が増えな
いようにしなければならない

•ﾄﾞｲﾂのAfdの躍進 ＞ﾎﾟﾋﾟｭﾘｽﾞﾑ政党の躍進

•自国が良ければ他国の事には無干渉

•ｳｸﾗｲﾅやｶﾞｻﾞを巡る和平がどのような形で決着するか

•力を使っての変更を認めてしまうと領土の奪い合いへ

•国際連合の持つ力を全世界が支援し享受すること
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